
　　９　エチルベンゼン、クロロホルム、四塩化炭素、1・4-ジオキサン、1・2-ジクロロエタン、ジクロロメタン、
スチレン、1・1・2・2-テトラクロロエタン、テトラクロロエチレン、トリクロロエチレン、メチルイソブチ
ルケトン、コバルト及びその無機化合物、酸化プロピレン、三酸化二アンチモン、1・2-ジクロロプロパ
ン、ジメチル-2・2-ジクロロビニルホスフェイト、ナフタレン、リフラクトリーセラミックファイバーは、
作業の種類によって適用除外の規定がある。

　　10　「特定化学物質作業主任者の選任」の欄の「有」は有機溶剤作業主任者講習を修了した者から選任する。

　　11　◆は該当条文と同様の内容を特別規定（特化則第38条の17〜第38条の19）で定めていることを示す。
　　12　令和 3年 4月 1日から、塩基性酸化マンガンおよび溶接ヒュームが管理第2類物質に加わる（110ページ参照）。

30 31 31の２ 32 33 33の２ 34 34の２ 35 36 1 2 3 4 5 6 7 8 その他
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ン

ゼ

ン

ペ
ン
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塩
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物
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ル
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リ
ー

セ
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フ
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バ
ー

硫

化

水

素

硫
酸
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メ
チ
ル

ア
ン
モ
ニ
ア

一
酸
化
炭
素

塩

化

水

素

硝
　
　
　
　
　
酸

二
酸
化
硫
黄

フ
ェ
ノ
ー
ル

ホ

ス

ゲ

ン

硫
　
　
　
　
　
酸

ア
ク
ロ
レ
イ
ン

硫
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

１
・
３-

ブ
タ
ジ
エ
ン

１
・
４-

ジ
ク
ロ
ロ-

２-

ブ
テ
ン

硫
酸
ジ
エ
チ
ル

１
・
３-

プ
ロ
パ
ン
ス
ル
ト
ン

○ ○ ○ ○ ○
○

○
○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第
38
条
の
８
に
よ
り
有
機
則
の
適
用

○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆ ◆
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆ ◆
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆ ◆

１㎤ 0.5
㎎

0.1
㎤ 制 0.2

㎎ ２㎤ 0.3本/㎤ １㎤ 0.1
㎤ 制 0.005

㎤ 制

○ ○ ○ ○
○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 一部◆
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆
○ ○ ○ ○ ○ 有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
30 3 30 30 3 30 3 30 3 3
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
30 3 30 3 30 3 30 3 3

１
ppm

0.5
㎎/㎥

0.1
ppm

0.2
㎎/㎥

20
ppm

２
ppm

0.3本
/㎤

１
ppm

0.1
ppm

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆ ◆ ◆
○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆ ◆ ◆
○ ○ 有機則 ○ ◆ ◆ ◆ ◆
○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○
30 5 5 30 5 30 5 30 5 5
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆ ◆ ◆

その３
令区分 22の２ 22の３ 22の４ 22の５ 23 23の２ 23の３ 24 25 26 27 27の２ 28 29

 法　令
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２
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レ
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ケ
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カ
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ニ
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ニ
ト
ロ
グ
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コ
ー
ル

パ
ラ-

ジ
メ
チ
ル
ア
ミ
ノ
ア
ゾ

ベ
ン
ゼ
ン

パ
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ニ
ト
ロ
ク
ロ
ル
ベ
ン
ゼ
ン

砒
素
及
び
そ
の
化
合
物

弗

化

水

素

ベ
ー
タ-

プ
ロ
ピ
オ
ラ
ク
ト
ン

　規制内容

区
　
　
　
分

禁 止 物 質

特
定
化
学
物
質

第 １ 類 物 質
第
２
類
物
質

特 定 第 ２ 類 物 質 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
特 別 有 機 溶 剤 等 ○ ○ ○ ○
オ ー ラ ミ ン 等
管 理 第 ２ 類 物 質 ○ ○ ○

第 ３ 類 物 質
第 ３ 類 物 質 等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
特 別 管 理 物 質 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

労
働
安
全
衛
生
法

55 製 造 等 の 禁 止
56 製 造 の 許 可
57 表 示 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
59 労働衛生教育（雇入れ時） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
67 健康管理手帳 対 象 ○

要 件 ５年

特

定

化

学

物

質

障

害

予

防

規

則

3 第１類物質の取扱い設備
第
38
条
の
８
に
よ
り
有
機
則
の
適
用

4
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 局 排 の 性 能 0.005㎤ 10㎤ 0.1
㎎

0.007㎎
又は
0.001㎤

0.05㎤ 制 0.6
㎎ 0.003㎎ 0.5㎤ 0.5㎤

９
～
12

用後処理装置
の 設 備

除 じ ん ○ ○ ○ ○ ○
排 ガ ス ○
排 液
残さい物処理

12の２ ぼ ろ 等 の 処 理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第４章 漏 え い の 防 止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
21 床 の 構 造 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
24 立 入 り 禁 止 の 措 置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
25 容 器 等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
27 特定化学物質作業主任者の選任 有 有 有 有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
36 作 業 環 境 の

測 定
実 施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
記 録 の 保 存 30 30 30 30 3 30 30 30 3 30 3 30 3 30

36
の
２

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
30 30 30 30 3 30 30 30 3 3 30 3 30

管 理 濃 度 20
ppm

１
ppm

25
ppm

10
ppm

0.005
ppm

10
ppm

0.1
㎎/㎥

0.001
ppm

0.05
ppm

0.6
㎎/㎥

0.003
㎎/㎥

0.5
ppm

0.5
ppm

37 休 憩 室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
38 洗 浄 設 備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
38の２ 喫 煙 等 の 禁 止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
38の３ 掲 示 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
38の４ 作 業 記 録 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第5章の2 特 別 規 定 有機則 ○
39
・
40

健 康 診 断
雇 入、 定 期 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○
配 転 後 ○ ○ ○ ○ ○ ○
記 録 の 保 存 30 30 30 30 5 30 30 30 5 30 5 30 5 30

42 緊 急 診 断 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
53 記 録 の 報 告 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

特定第２類物質
等の製造等に
係 る 設 備

密 閉 式
局 排
プッシュプル

特定第２類物質
又は管理第２類
物質に係る設備

密 閉 式
局 排
プッシュプル

作業環境測定の
結 果 の 評 価

実 施
記録の保存

　　９　エチルベンゼン、クロロホルム、四塩化炭素、1・4-ジオキサン、1・2-ジクロロエタン、ジクロロメタン、
スチレン、1・1・2・2-テトラクロロエタン、テトラクロロエチレン、トリクロロエチレン、メチルイソブチ
ルケトン、コバルト及びその無機化合物、酸化プロピレン、三酸化二アンチモン、1・2-ジクロロプロパ
ン、ジメチル-2・2-ジクロロビニルホスフェイト、ナフタレン、リフラクトリーセラミックファイバーは、
作業の種類によって適用除外の規定がある。

　　10　「特定化学物質作業主任者の選任」の欄の「有」は有機溶剤作業主任者講習を修了した者から選任する。

　　11　◆は該当条文と同様の内容を特別規定（特化則第38条の17〜第38条の19）で定めていることを示す。
　　12　令和 3年 4月 1日から、塩基性酸化マンガンおよび溶接ヒュームが管理第2類物質に加わる（110ページ参照）。
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硝
　
　
　
　
　
酸

二
酸
化
硫
黄

フ
ェ
ノ
ー
ル

ホ

ス

ゲ

ン

硫
　
　
　
　
　
酸

ア
ク
ロ
レ
イ
ン

硫
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

１
・
３-

ブ
タ
ジ
エ
ン

１
・
４-

ジ
ク
ロ
ロ-

２-

ブ
テ
ン

硫
酸
ジ
エ
チ
ル

１
・
３-

プ
ロ
パ
ン
ス
ル
ト
ン

○ ○ ○ ○ ○
○

○
○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第
38
条
の
８
に
よ
り
有
機
則
の
適
用

○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆ ◆
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆ ◆
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆ ◆

１㎤ 0.5
㎎

0.1
㎤ 制 0.2

㎎ ２㎤ 0.3本/㎤ １㎤ 0.1
㎤ 制 0.005

㎤ 制

○ ○ ○ ○
○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 一部◆
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆
○ ○ ○ ○ ○ 有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
30 3 30 30 3 30 3 30 3 3
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
30 3 30 3 30 3 30 3 3

１
ppm

0.5
㎎/㎥

0.1
ppm

0.2
㎎/㎥

20
ppm

２
ppm

0.3本
/㎤

１
ppm

0.1
ppm

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆ ◆ ◆
○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆ ◆ ◆
○ ○ 有機則 ○ ◆ ◆ ◆ ◆
○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○
30 5 5 30 5 30 5 30 5 5
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆ ◆ ◆

その３
令区分 22の２ 22の３ 22の４ 22の５ 23 23の２ 23の３ 24 25 26 27 27の２ 28 29

 法　令
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砒
素
及
び
そ
の
化
合
物

弗

化
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素

ベ
ー
タ-

プ
ロ
ピ
オ
ラ
ク
ト
ン

　規制内容

区
　
　
　
分

禁 止 物 質

特
定
化
学
物
質

第 １ 類 物 質
第
２
類
物
質

特 定 第 ２ 類 物 質 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
特 別 有 機 溶 剤 等 ○ ○ ○ ○
オ ー ラ ミ ン 等
管 理 第 ２ 類 物 質 ○ ○ ○

第 ３ 類 物 質
第 ３ 類 物 質 等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
特 別 管 理 物 質 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

労
働
安
全
衛
生
法

55 製 造 等 の 禁 止
56 製 造 の 許 可
57 表 示 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
59 労働衛生教育（雇入れ時） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
67 健康管理手帳 対 象 ○

要 件 ５年

特

定

化

学

物

質

障

害

予

防

規

則

3 第１類物質の取扱い設備
第
38
条
の
８
に
よ
り
有
機
則
の
適
用

4
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 局 排 の 性 能 0.005㎤ 10㎤ 0.1
㎎

0.007㎎
又は
0.001㎤

0.05㎤ 制 0.6
㎎ 0.003㎎ 0.5㎤ 0.5㎤

９
～
12

用後処理装置
の 設 備

除 じ ん ○ ○ ○ ○ ○
排 ガ ス ○
排 液
残さい物処理

12の２ ぼ ろ 等 の 処 理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第４章 漏 え い の 防 止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
21 床 の 構 造 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
24 立 入 り 禁 止 の 措 置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
25 容 器 等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
27 特定化学物質作業主任者の選任 有 有 有 有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
36 作 業 環 境 の

測 定
実 施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
記 録 の 保 存 30 30 30 30 3 30 30 30 3 30 3 30 3 30

36
の
２

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
30 30 30 30 3 30 30 30 3 3 30 3 30

管 理 濃 度 20
ppm

１
ppm

25
ppm

10
ppm

0.005
ppm

10
ppm

0.1
㎎/㎥

0.001
ppm

0.05
ppm

0.6
㎎/㎥

0.003
㎎/㎥

0.5
ppm

0.5
ppm

37 休 憩 室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
38 洗 浄 設 備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
38の２ 喫 煙 等 の 禁 止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
38の３ 掲 示 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
38の４ 作 業 記 録 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第5章の2 特 別 規 定 有機則 ○
39
・
40

健 康 診 断
雇 入、 定 期 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○
配 転 後 ○ ○ ○ ○ ○ ○
記 録 の 保 存 30 30 30 30 5 30 30 30 5 30 5 30 5 30

42 緊 急 診 断 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
53 記 録 の 報 告 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

特定第２類物質
等の製造等に
係 る 設 備

密 閉 式
局 排
プッシュプル

特定第２類物質
又は管理第２類
物質に係る設備

密 閉 式
局 排
プッシュプル

作業環境測定の
結 果 の 評 価

実 施
記録の保存

『労働衛生のしおり　令和３年度』訂正のお知らせ

p.213                                正
『労働衛生のしおり　令和３
年度』に誤りがありました。
正しくは以下のとおりです。
お詫びして訂正いたします。

中央労働災害防止協会
2021.9

〇  p213「34 沃化メチル」の
列（右参照）

〇  p232 上から 7 ～９行目
 「③マンガン化合物（塩基
性酸化マンガンに限る。）を
取り扱う業務、またはその
ガス、蒸気もしくは粉じん
を発散する場所における業
務」を削除


